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I は じめに

令 和 8年 第 2回 伊 平 屋村議会 の 開会 に当た り、議員 各位 の

ご健勝 を心か らお 喜 び 申 し上 げ ます 。

令 和 8年 度 の 当 初 予 算 案 な どの 重 要 な議案 の審 議 に先 立

ち 、村 政運営 に 当た って の所信 の一端 を申 し上 げ、議員 各位

並 び に村 民の皆 様 の ご理解 とご協 力 を賜 りたい と存 じます。

今 国会 にお いて 政府 は、基本方 針 と して
「日本列 島 を、強

く豊 か に」す る こ とを掲 げ、 1.強 い経済 の実現 、 2.地 方

を伸 ば し、暮 らしを守 る、 3.外 交 力・ 防衛 力・ 情報 力の強

化 の 3点 を閣議 決 定 しま した。 また 、 国民が直面 して いる物

価 高 へ の対応や 暫 定税 率 の廃止 によ リガ ソ リン及 び軽油
の価

格 低 下 、力強 い経 済 施策 と安全保 障 政策 の推進 によ る迅速
な

対 応 な ど、現在 の高 市 内閣総理大 臣 の広範な施策 を本格 的
に

起 動 させ た責任 あ る積 極 財政へ の推 進 が 図 られて お ります 。

本村 におて も、 か か る人 口減 少 問題 に対応す るた め
「第 5

次伊 平 屋村総合 計 画 」や 「第 2期 伊 平 屋村総合戦 略」 に基づ

き 、各種施策 を展 開 して まい りま した。現在 、村 内行事や イ

ベ ン トも計画通 りに開催す る ことが で きて い る もの の、入域

観 光 客 数 は減少傾 向 に あ り、人手 不 足や物価 高騰 による村
民

の生活 を取 り巻 く環 境 は依然 として 厳 しい状況 が続 いてお り

ます 。

また 、 ご承知 の とお り、現段 階 の本 村 人 口は 2050年 には現

在 か ら大幅 に下 回 る との見通 し と もな ってお ります 。急 激
な

人 口減 少 と高齢 化 の進行 は、村 の存 立 を も危 ぶ ませ る危機 的
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な 状 況 にあ る と認 識 してお り、 こう

「地 域 の未 来 は 自 ら切 り拓 く」 との

任 」 、 「若 者や 女 性 が暮 らしや す い

革 、そ して 、 か つ て の 「伊 平 屋 の豊

戻 す」 とい う四 点 を基 本 に した 「伊

50」 を推 進 して ま い りま した 。

令 和 8年 度 以 降 、 こう した社 会 情

名 所や 観 光 施 設 の潜 在 的可能 性 を発

ュ アル・ ア イ ラ ン ド構 想 」 と位 置 付

て いきた い と考 えて お ります 。 施 策

れ まで の価 値 観 に こだわ らず 、 ふ る

験 や伊 平 屋 村 で しか 生み 出せ な い比

を創 出 し、 訪 れ る人や 交 流 人 日の増

住 や 定住 人 口の増 加 を図 り、子 育 て

前 に も増 して 戦 略 的 に施 策 展 開す る

果 敢 に挑 ん で ま い ります 。

また 、今 後 益 々変 化 す る社 会 情 勢

行 政サ ー ビス を提 供 す るた め に は 、

に掲 げ る「共 創・協 働 のむ らづ く り」

今 後 、住 民 と行 政 の真 の連 携 を実 現

プ ロセ ス の見 え る化 や 、行 政 情 報 の

進 し、住 民や 民 間 団体 との協 働 に対

ま い ります 。

そ して 、施 策 の実 施 にお いて も地 域

共 に考 え、 実 現 可 能 な施 策 を精 選 す
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した危 機 的 状 況 を踏 まえ

覚悟 と 「将 来 世 代へ の責
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第 5次 伊 平 屋 村 総 合 計画

の確 立 は特 に重 要 です。

す るた め に も、 政策 決定

積 極 的 な オ ー プ ン化 を推

す る意 識 の 醸 成 を図 って

との緊 密 な 協 働 を重視 し

る とと もに 、未 来 の世代



へ も引 き継 げるよ う、環 境へ配 慮 した持続可能 な地 域振興策

を展 開 し、む らの将 来像 として掲 げた
「輝 く里 山・ 里海 。笑

顔 あふ れ る島人～原風 景 と幸せ が満 ちた島」 の実現 を 目指す

べ く決 意 を新 た にす る もので あ ります 。

Ⅱ 施策の概要

次 に、令 和 8年 度 にお け る施 策 の概 要 につ いて 、村 民の求

め る将 来 像 に沿 つて 、基本姿勢 と主 な施策 につ いて ご説 明申

し上 げ ます 。

第 1に 、《ひと》“村の未来は教育がつ くる"に ついて申し上

げます。

本 村 で は、「つ な が り ひ ろが り と もに学 ぶ  伊 平 屋 の島

発 ち (し まだ ち )教 育 」 の理 念 の も と、す べ て の 施 策 を推進

して ま い ります 。

「島発 ち教 育」とは 、学 校・家 庭
。地 域・行 政 が 密 接 に連携

し、幼 児 か ら小 中学 生 、 さ らに は村 出 身 の高 校 生 や 全住 民 を

対 象 とす る もので す 。 本 村 の教 育 大 綱 お よび 教 育 振 興 基 本計

画 に掲 げ る学校 教 育 、社 会 教 育 、 生涯 学習 のす
べ て を包含 す

る、本 村 教 育 の柱 で あ ります 。

この 「島発 ち教 育 」 を通 じて 、 島 の歴 史 ・ 文 化 へ の理解 を深

め 、 自分 ら しさ を伸 ば しな が ら、 変 化 す る社 会 に対 応 し、島

の未 来 を切 り拓 く人材 を育 成 します 。そ のテ ー マ は 、
「視 野 は
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世 界 、

を捉 え

育 んで

さ ら

応 も不

し、子

教 員 。

推 進 し

各施

度 教 育

せ て ご

視 点 は郷土 」 で す 。郷 土 を深 く学 びつ つ 、 世 界 の動 向

る国 際感 覚 を養 い、「郷 土 人 に して 国際 人」た る人材 を

ま い ります 。

に、加 速 度 的 に情報化 が 進 む Society5。 0時 代 へ の対

可 欠 です 。 すべ て の教 員 が ICTを 活 用 した指 導 を実践

ど もた ち に 「個 別 最 適 な 学 び」 を提 供 す る と ともに、

生徒・ 地 域 が 一体 とな った 「協 働 的 な学 び 」 を強 力 に

て ま い ります 。

策 の具体 的 な取 組 につ き ま して は、別 冊 の 「令和 8年

要 覧 (伊 平 屋村 の教 育 )」 に ま とめて お ります ので 、併

確 認 下 さい。

第 2は 、《くらし》“女性 と子 どもが大切 にされすべての住

民が安心 して暮 らす島 "に つ いて 申し上げます。

(1)安 心 して子 ど もを産 み 育 て る こ とが で き る環 境 整備
「子 ど もや 若 者 は地 域 の た か ら」 とい う基 本 方 針 の下 、

慢 性 的 に不 足 して い る保 育 士 等 福 祉 人材確 保 に加 え、子 育

て 環 境 の改 善 な ど、様 々な 事 業 を継 続 的且 つ横 断 的 に展 開

して まい ります 。

①子育て世帯が安心して産み育てる環境整備整備

②乳幼児健康診査の実施や母子保健推進員の配置

③ 「ウェルハピDAY」 、母子健康包括センターの運営

④ こども医療費助成事業等の推進
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(2)地 域 医 療 体 制 の充実 につ いて

村 民誰 もが 住 み 慣 れ た地 域 で 、将来 にわ た つて 、安心 し

て 医 療 を受 け られ る暮 ら しが 保 障 され る社 会 の 構 築 を 目

指 します 。

①住民の定期検診 の受診率 の向上

② 予防接種等 の予 防事業等 の充実

(3)障 が い者が安心 して生活 出来 る環境の整備 について

障が い者 の福 祉 サー ビス を行 う拠点整備 と人材確保 に

よ り、乳幼児期か ら成人に至 るまでの一貫 した支援体制を

整備 します。

① 商福連携拠 点施設の活用 による福祉サー ビスの充実

② 障が い者 自立支援給付及び生活支援事業 の充実

③ 障が い者等 との交流機会 の充実

(4)高 齢者が安心 して生活 出来 る環境の整備 につ いて

65歳 以上の割合が 30%を 超 えた村内にあって も住み慣

れた地域で暮 らし続 けるための施策 を推進 します。

① 地域支援事業等 の取組推進

② 「個別避難 計画カルテ」 の作成及び防災 DX等 の推進

③ 高齢者生活支援ハ ウス (と らず 園)の 運営 と機能強化

(5)安 全 。安心で強靭な島づ くりについて

消防団員 の育成強化 を目的 とした定期的な訓練 、消防学

校での各種研修へ の派遣 とあわせ 、伊平屋村地域 防災計画

に基づ く防災イ ンフラの整備拡充 を推進 します。

① 防災行政無線 の更新整備

②新消防指令セ ンター との連携強化
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③防災マップ及び洪水ハザー ドマップの整備

第 3に 、《産 業》“里 山・里海 を活か した産業が息づ く島 "

について 申し上げます。

(1)村 内産 業 の活 性化 に向 けた 仕組 みづ く りにつ いて

「伊 平 屋 村 人 ロ ビジ ョン 2050」 が 1旨 し示 す 「定 常 化 戦

略」 と 「強 靱 化 戦 略」 を実 現 す べ く各種 施 策 を推 進 して ま

い ります 。

① 「伊平屋村産業経済活性化協議会」の開催

② 「第 3期 伊平屋村総合戦略」の策定

③ 地域活性化起業人制度の活用

④ 特定地域づ くり協同組合支援 と働き方改革の推進

⑤ 遍業環境の整備促進

(2)農 林水産業の推進について

本村の農林水産業は、農水産業資材、燃料の高騰、従事

者の高齢化や担い手不足、生産物価格の下落等深刻な問題

を抱えていることか ら、その課題解消に向け、各施策を協

力に推進 します。

① 遊休地及び荒廃農地の利用促進

② 農山漁村振興交付金の活用による基盤整備の促進

③ 「土づ くり指針」の策定 と地力増進計画の推進

④ 島尻地区における土層改良事業の先行実施

⑤ 堆肥セ ンターの機能強化による堆肥増産

⑥ 海面養殖及び陸上養殖施設の機能強化策の検討
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⑦ 田名漁港荷捌 き施設や、田名 アカシ海岸突堤施設の事業

化推進

③ 水産業持続化支援事業の活用 による担い手確保

③ 「伊平屋村 6次 産業化推進事業」 による商品開発

(3)観 光交流産業の振興 につ いて

本村 にふ さわ しい交流事業 として、地域の主体的な取組

による「グ リー ンツー リズム・森林ツー リズム・ブルーツー

リズム」を引き続 き推進 し、民間事業者や北部 12市 町村が

参画す る「地域連携 DMO(観 光地域づ くり法人 )」 と連携

し、販売や受 け入体制の強化 を図 ります。

① 伊平屋島観光協会への運営支援

② 地域連携 DMOと 連携 した観光 DXの 推進

③ 自然 。文化・体験 を組み入れた
「ア ドベ ンチ ャーツー リ

ズム」 の展 開

④ 天岩戸伝説 をモチーフに した商工祭の開催支援

⑥ 海浜清掃イベ ン ト「ク リー ンピック」の開催支援

⑥ DXの 推進 による既存イベ ン トの合理・適正化

第 4に 、《社会基盤》“安全安心 、快適な暮 らしを支 えるしま

づ くり"に つ いて 申し上げ ます。

(1)交 通 環 境 の整備 につ い て

沖 縄 本 島 との 唯 ― の交 通 手 段 で あ る海 上 交 通 の安 全
・ 安

心・安 定 性 の 向 上 を図 る と と も に、村 内交 通 網 にお け る環

境 改 善 や 利 便 性 の確 保 を進 め て ま い ります 。
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①環境 。景観 に配慮 した村道等 の新設改良事業の実施

② 既存道路 の再整備 と機能向上、維持管理の徹底

③ 災害 に強 く、安全 。安心 を確保する集落道 の環境整備

④ 前泊港 の安全対策 と用地拡張 に向けた事業化推進

(2)生 活環境の整備 について

上下水道事業 については、引き続き安全・安心・快適な

生活環境 の維持向上に努めるとともに、経営改善 に取 り組

んでまい ります。また、安定的な ゴミ処理体制の構築につ

いてあ らゆる手立てを講 じ、処理 コス トの軽減 に努めてま

い ります。

① 農業集落排水施設の適正な維持管理 と機能診断の実施

② 簡易水道施設 の適正な維持管理 と管路更新事業の実施

③ 水道 ビジ ョンに基づ くコス ト軽械 と経営改善強化

④ 可燃 ごみの島外処理事業 の実施

⑤ ごみ収集 日や分別区分の変更 とごみ袋有料化 の実施

(3)住 宅 の整備 について

村営住宅 においては、老朽化対策が喫緊の課題であ り、

引き続 き長寿命化計画 に基づ く改修・修繕 とあわせ、建て

替 え整備や 集落 内に点在 す る空 き家 の活 用方策 を検 討 し

てまい ります。

① 公営住宅ス トック総合改善事業 の実施

② 空き家改修・サブ リース事業 の検討

③ 公営住宅建て替え事業の事業化推進

(4)公 園・広場 の整備 につ いて

米崎海浜公 園をはじめ、各地域 に点在す る公園・広場な
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どは、単 に観 光 スポ ッ トとして の位 置づ けのみ な らず、社

会活動 の基 盤 とな る施設 で あ る ことか ら、そ の維 持管理や

機能拡充 及 び利活 用 を、積 極 的 に推進 して まい ります。

①米崎海浜公 園の機能強化 と DXの 推進 による予約 システ

ムの構 築

②農村公 園や 各種公園・広場 の適正管理

③ とらず 公 園で の遊具や健 康 器 具 を備 えたふ れ あい広場

の整備

④念頭平松公 園を活用 した新規イベ ン トの開催支援

⑤腰岳森林 公 園の機能強化 と片隈神社周辺 で のツツジ公

園整備 の事 業化検討

(5)情 報通信基盤 の整備 につ いて

離島で ある本村では、地域 の情報化の促進 を図ることは

地理的不利性 を克服 し、定住 条件の整備 と産業振興 を図る

上で必要不可欠な ことか ら、関係機関と連携 し各種施策 を

強力に推進 します。

① DX推 進本部 の能動的運営 とバ ックヤー ド改革 の実施

② ガバ メン トクラウ ドサー ビスの段階的導入 の実施

③ デジタルデバイ ド (情 報格差 )対 策の継続実施

④ 村西側 エ リアの公共 Wi― Fiネ ッ トワーク網 の整備

第 5に 、《環 境》“豊かな 自然 と歩み続ける島 "に つ いて 申し

上げます。

(1)自 然環境 の保全 と循環 型社会 の構築につ いて

本村 は手つかず の 自然や 、昔なが らの景観が残 ってお り、
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そ れ が 島 の大 きな魅 力 とな って い ます。素 晴 ら しい 自然環

境 と景観 を維 持 す るため に も、地 域 学習 の推 進 や 村 民及 び

来 島者 に対 し、自然環 境 保 全思 想 の普及 啓発 を積 極 的 に推

進 して ま い ります 。

①集落美化作業や CGG団 体活動の推進 と運営支援

②観光地イメー ジアップ推進事業の実施

③里山の持つ保水機能の回復 と赤土対策の推進

④漂着 ゴミ対策 と海浜清掃ボランティア活動の支援

⑤太 陽光発電等 の再生可能エネルギー の導入及 び利 用促

進策 の検討

(2)美 しい景観形成 と土地利用区分の明確化 につ いて

今般策定 した公共施設用地等土地利用計画や、伊平屋村

景観計画及び伊平屋村海岸線景観環境整備基本計画 に基

づき、美 しい 自然景観の保全 と、島の全体機能 を向上さ

せる土地利用 を推進 して まい ります。

① 土地利用計画 に基づ く公共施設等の高台移転 の推進

② 時代 に即 した景観計画 の改定

③ 海浜景観 の保全 を目的 とした外来植物の除去

④ 空き家 。空き地対策 と集落景観 の保全

⑤ 墓地集約化 と納骨堂及び永代供養塔の整備

第 6に 、《行財政》“共創・協働 のむ らづ くり"に つ いて 申し

上げます。

(1)共 創 。協 働 に よ るむ らづ く りの推進 につ いて
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今 後 、 益 々進 展 が 予 想 され る社 会 経 済 情 勢 の変 化 の 中、

高 質 な行 政 サ ー ビス を維 持 し、村 民ニー ズ の迅 速 か
つ 的確

な把 握 と、意 識 の高 い機 動 力 を持 った組 織 体 制 の構 築が不

可 欠 とな ります 。

そ の た め 、行 政 と地 域住 民 とが 一体 とな っ た共 創
。協働

体 制 の構 築 と 「縮 充 」 を見 据 え た 人 口減 少 速 度 の緩 和 、必

要 人 口の維 持 を 目指 し、 喫 緊 の 対 策 を講 じて ま
い ります 。

① 「若 者 未 来 会 議」 の運 営 支 援

②地域 プロジエク トマネー ジャー制度の活用

③地域お こし協 力隊制度の活用

④ 「第 3期 伊平屋村総合戦略」 の策定

(2)行 財政の健全化 について

行政職員 の資質向上につ いて は
「伊平屋村 人材育成基本

方針」及び 「伊平屋村職員研修 計画」に基づき、職員
の意

識改革 と複 雑 高度化す る行 政課 題 に的確 に対応 で きる能

力育成 を図つて まい ります。

また、財政面 においては既存事 業の見直 しや 、事務事業の

効率化 な どによる歳出の抑制、村税収納率の向上及び受益

者負担 の見直 しによる歳入 の確保な ど、財政の健全化 に取

り組 んでまい ります。

① 職員 人事評価制度の運用 とキ ヤ リア形成支援

② DX推 進及びバ ックヤー ド改革 による業務効率 の向上

③ 単独 採用試 験及び離 島町村 合 同採用試験 の継統実施
に

よる職員 の安定的確補 と職員定数の適正化

④ 徴税 に係 る臨戸訪 問や納付 相 談及び県職員併任 制度
の
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活用 による滞納整理 と徴収率の向上

⑤ 返礼 品 目の魅 力化 とプロモー シ ョン強化 によ るふ るさ

と納税 の推進

(3)区 民活動の活性化 について

本村が 目指す 「誰一人取 り残 さない持続可能な美 ら島い

へや」を実現す るため、区民活動への支援 を重層的に推進

します。

①活動補助金の交付 による区民活動の推進

②宝 くじ助成事業 による活動備品等 の整備

③集落 コーディネーターの配置 による区民活動支援

Ⅲ おわ りに

以 上村 政 運 営 に対 す る施 策 を実 現 して い くた め の考 え

につ いて述 べ て ま い りま した。 本 年 度 実施 予 定 の事 業 は 、

これ か らの村 づ く りに欠 か す こ との で き な い重 要 な 事 業

で あ ります 。主 役 は村 民で あ る こ と、そ して村 民視 点 に立

っ て 常 に行 政 サ ー ビス の 向 上 に職 員 一 丸 とな っ て 取 り組

んで ま い ります 。

本 村 にお いて も、入 域観 光 客 の多 様 化 を背 景 に、新 た な

観 光 サ ー ビス の提 供 や 、若 年 世 代 の遍 業 の芽 生 え が 散 見 さ

れ ます 。

また 、従 前 よ り設 立 準備 を進 めて い た観 光 地 域 づ く り法

人 「一般 社 団法 人沖 縄 や ん ば る DMO」 が い よ い よ発 足 す

る運 び とな りま した 。 この取 り組 み は 、 北部 12市 町 村 を
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は じめ 民間事 業
者 、教育機関が

~体 とな りや んばる地域

の 自然 文 化 住
民 生活 と調 和 し

た ヽ持続 可 能 な
観光 地づ

く りを 目指 す も
ので す 世 界 自然

遺 産 のや ん ば
るの森や

美 ら海 水族 館
体 験 型 テ

マ パ クのジヤング
リアな ど

北部 地域が持
つ観 光 資源 と 本

村 の豊 か な 自然
、文化 、そ

して 伝 承や 神 話 性
な どのポ テ ン シ ヤ

ル を融 合 し、
「ス ピ リ

チ ュアル ァ イ
ラ ン ド構 想 」

の 理 念 の も と 観 光
産業 を リ

域 内経済 循環 率
の 向 上や 人 口

施 策 を展 開 し
て ま い ります 。

デ /ン グ産業と位置
づけ

減 少対 策 の
一助 とな るよ う

れ か ら先 、希 望
に満 ち た 時 代 は私

た ち 自身で倉1造
しな

ければな りませ
ん 村 民 との協 働

に ょ る関 係 性 を深
め

指 す べ き 未 来
に 向 け て 力 を 合

わ せ 全 力 で 取 り
組 ん で ま い

ります 。

村 民の皆様 、議
員 の皆様 にお

か れ ま して はヽ新
たな時代 に

み んな の突顔 と
本村 の未来 を創

るため、今後 の村
政運営 に

ょ リー 層 の ご理 解
と ご協 力 を賜 り

ます よ うお 願
い 申 し上

げ施政方針 といた
します。

令 和 8年 3月 10日

真栄 田孝伊 平 屋村 長

⊆ 目
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